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２-２ 人口の将来見通しに関する分析 

人口の将来予測を行うにあたっては、「立地適正化計画作成の手引き（案）」に従い、「地区別

に自然増減のみ考慮したコーホート推計を行い将来人口を予測する方法」を採用した。その要

領は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

ここで「封鎖系人口」としては、八幡浜市を対象とした社人研（国立社会保障・人口問題研

究所）の５歳階級別将来推計人口を用いた。またメッシュ単位の集計と同様に小地域（町字）

単位の集計を行った。 

 

（1）都市全体の人口動向の把握 

八幡浜市全体としては、総人口は 1960 年以降は一貫して顕著な減少傾向にある。また年齢階

層別には、高齢化率が増加の一途をたどり、2040 年には 50%近くに達すると推計されている。

その一方、生産年齢人口したがって子育て世代も減少するとともに少子化も進行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 35 総人口、年齢層別人口の推移 
資料：1980-2010 年は国勢調査、2015 年以降は日本の地域別将来人口推計（社人研） 

 

 

 

 

i.社人研が 2040 年まで 5 年刻みで値を公表している生存率、子ども女性比、0-4 歳性比を用

いて、対象メッシュの男女別・5 歳階級別人口を 5 年刻みで計算、封鎖系人口でコントロ

ールトータルを実施し、推計年次に達するまで計算し、メッシュ毎に将来人口を推計。 

ii.社人研が値を公表している将来推計人口値等を基に市町村が設定している将来人口をコ

ントロールトータルとし、i.で推計したメッシュ単位の推計結果について補正。 
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 高度成長期以降、一貫して総人口は減少し、少子化・高齢化が顕著である。2040 年には高齢化

率が 50%近くに達すると見込まれている。 
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人口の将来見通しについては、2010 年に比べ、現在の趨勢では 2060 年には 63％減少の見込

みとされている（社人研推計をもとに八幡浜市推計）。これに対し、「八幡浜市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」における人口ビジョンで採用されたシミュレーションでは、45％減少と想

定している。 
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資料：1980-2010 年は国勢調査、2015 年以降は日本の地域別将来人口推計（社人研） 

 

図 ２- 36  将来人口の見通し 

人口（人） 世帯数（世帯） 

45%減少 

63%減少 

 現在の趨勢では 2060 年までに人口 63％減少するところ、高齢者でも出歩きやすく健康・快適

な生活を確保すること、子育て世代などの若年層にも魅力的なまちにすることなど、都市全体の

構造を見直したコンパクトなまちづくりにより、人口減少を 45％までに抑える努力を払うことが

重要である。 
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人口ピラミッドを作成してみると、2010 年に 60 歳代前半がピークであるのに対し、30 年後

の 2040 年には男性の人口ピークは大きく変わらないが、女性のピークは 90 歳代となることが

わかる。 
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資料：1980-2010 年は国勢調査、2015 年以降は日本の地域別将来人口推計（社人研） 

 

図 ２- 37 人口ピラミッドの推移 

 

628
727

837
780

461
682

866
1072
1052

1158
1273

1485
1755

1301
1236

1103
758

418
175

0500100015002000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

584
704

843
816

510
677

813
1111
1171

1113
1281

1578
1783

1592
1556
1579

1416
888

588

0 500 1000 1500 2000

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

295
324
344
327
293

407
475

537
588
573
529

645
775

918
829
797
694

574
569

0500100015002000

0～4歳
5～9歳
10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

280
306
324
313
286
388
426
506
585
569
533
604

746
991
990

911
954
952

1281

0 500 1000 1500 2000

0～4歳
5～9歳

10～14歳
15～19歳
20～24歳
25～29歳
30～34歳
35～39歳
40～44歳
45～49歳
50～54歳
55～59歳
60～64歳
65～69歳
70～74歳
75～79歳
80～84歳
85～89歳
90歳以上

 高齢化の進展、特に女性の長寿命化にみられるように、医療・福祉等の生活サービスが効率的

に提供されるようにすることと、居住者がこれらの生活サービスを利用しやすくすることがます

ます重要になる。 
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（2）用途地域内の人口見通し 

 都市計画区域マスタープランにおける用途地域内外・都市計画区域外に区分した人口の推移

を次に示す。用途地域内は際立って高い人口密度を示しており、都市がコンパクトに収まって

いることが分かるが、人口推移は過去 10 年間に減少、2020 年にも減少が見込まれている。 
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人口（千人） 面積（ha） 人口密度（人／ha）
H12現況 H22現況 H32推計 H12現況 H22現況 H32推計

行政区域全体 44.2 38.4 31.9 13,303 3.32 2.89 2.40
用途地域内 27.8 23.6 20.1 502 55.38 47.01 40.04
用途白地地域内 8.8 8.4 6.8 7,115 1.24 1.18 0.96
都市計画区域外 7.6 6.4 5 5,686 1.34 1.13 0.88  

資料：八幡浜都市計画区域マスタープラン（H19 年版、H28 年版） 
面積は平成 25 年度都市計画基礎調査 

行政区域面積は八幡浜市統計書 

図 ２- 38  用途地域内外の人口の推移 
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    （左軸）          （右軸）        （右軸） 
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（3）町字別の人口見通し 

社人研の将来推計に従った町字別推計（現在の趨勢）では、2040 年までにほとんどの町字で

人口が減少する。特に八幡浜中心部での人口減少が著しい。 

 

【2010 年】                   【2040 年】 

 
図 ２- 39 将来人口の見通し（小地域単位） 

資料：2010 年は国勢調査、2040 年は日本の地域別将来人口推計（社人研）の手法に基づき町字別

推計を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の趨勢にのみよれば、市内各地で人口密度が減少し、道路の維持や供給処理施設の管理な

ど必要な行政サービスの効率性が低下する恐れがある。特に中心市街地での人口減少により、生

活サービスの市場性が低下し、サービスを提供する事業の持続性が損なわれることの懸念が大き

い。 
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（4）人口密度の分布動向（自然増減のみ考慮） 

将来時点における人口密度低下の見通しを行うと、都市中心周辺地区で人口密度が顕著に低

下し、人口集中地区の目安である 40 人／ha を満たす 500ｍメッシュは 2040 年にはなくなると

みられる。副中心周辺地区でも人口密度の低下がみられる。 

 

【2010 年】                   【2040 年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 40  人口分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 41  500ｍメッシュ推計人口の増減（2010 年→2040 年） 
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5 人／ha 未満 

5 人／ha 以上 

10 人／ha 以上 

20 人／ha 以上 

30 人／ha 以上 

40 人／ha 以上 

50 人／ha 以上 

60 人／ha 以上 

 都市中心・副中心地区で、著しい人口密度の低下が見込まれている。 
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図 ２- 42  50ｍメッシュ人口分布（2010 年）《都市中心》 

 2010（H22）年時点では、都市中心地域全体に 50ｍメッシュあたり 10～50 人程度の人口が集積し、白浜小学校周辺をはじめ随所に 50 人以上のメッシ

ュが認められる。 
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図 ２- 43  50ｍメッシュ人口分布（2040 年）《都市中心》 

 自然増減のみを考慮した将来人口推計結果によれば、2040 年時点では、都市中心地域全体に人口が減少し、商業地域でも 50ｍメッシュ当たり 10 人以

下の人口であるメッシュが多くなっている。神山小学校区や千丈小学校区ではほとんどが 1～5 人のメッシュで占められており、人口分布が散漫になって

いると言える。 
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図 ２- 44  50ｍメッシュ推計人口の増減（2010 年→2040 年）《都市中心》 

 2010 年から 2040 年までの人口増減をみると、都市中心地域全体で減少が明らかで、特に商業地域に減少の大きいメッシュが分布している。人口増加

を示すメッシュも散発的に認められ、全体として放置していては分散化が進むことが見て取れる。 
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図 ２- 45  50ｍメッシュ人口分布（2010 年）《副中心》 

 副中心地域の 2010（H22）年時点では、用途地域内外にわたって広く

人口が分布しており、保内庁舎周辺でも 10～20 人程度の 50ｍメッシュ

がほとんどで、集積度は都市中心に比べて大きくはない。 
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図 ２- 46  50ｍメッシュ人口分布（2040 年）《副中心》 

 自然増減のみを考慮した将来人口推計結果によれば、2040 年時

点では、副中心地域全体に人口が減少し、ほとんどが 1～5 人のメ

ッシュで占められており、人口分布が散漫になっていると言える。 
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図 ２- 47  50ｍメッシュ推計人口の増減（2010 年→2040 年）《副中心》 

 2010 年から 2040 年までの人口増減をみると、副中心地域についても都市中心よ

り減少傾向は強くはないが、減少が明らかである。人口増加を示すメッシュが都市

中心よりは密度高く分布しているが、用途地域外にも分散しており、全体としての

分散化傾向が強いと言える。 
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（5）高齢者数の分布動向（自然増減のみ考慮） 

高齢者人口も都市中心地区で減少しているが、総人口の減少がより著しいため、高齢化率は

多くの地点で現況より高くなることが見込まれている。 

 

【2010 年】                   【2040 年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 48  高齢者人口分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 49 -1 高齢者人口増減（2010～2040 年） 

 

 

 

 

   用途地域 
 

 

   用途地域 
 

 

  人口集中地区 
（2010 年） 

 

現況の高齢化率（2010 年） 

将来の高齢化率（2040 年） 

 都市中心地区で高齢者人口は減少するが、総人

口の減少が著しく、結果として高齢化率が高まる

箇所が多い。 
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図 ２- 50  50ｍメッシュ高齢者人口分布（2010 年）《都市中心》 

 65 歳以上の高齢者の人口分布をみると、2010（H22）年時点では、都市中心地域全体に人口が集積し、白浜小学校周辺をはじめ随所に 20 人以上のメッ

シュが認められる。 
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図 ２- 51  50ｍメッシュ高齢者人口分布（2040 年）《都市中心》 

 自然増減のみを考慮した将来人口推計結果によれば、2040 年時点の都市中心地域の高齢者人口分布は、全年齢の人口が減少していることに比べると、

大きな減少とは言えない。 
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図 ２- 52  50ｍメッシュ高齢者推計人口の増減（2010 年→2040 年）《都市中心》 

 2010 年から 2040 年までの高齢者の人口増減をみると、都市中心地域全体で減少が明らかであるものの、全年齢の人口減少傾向に比べると減少の度合

いは低いといえるが、高齢者人口が小幅に増加しているメッシュの分布が広がっているともいえ、高齢者の人口分布の分散化は一層顕著であるといえる。 
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図 ２- 53  50ｍメッシュ高齢化率分布（2010 年）《都市中心》 

 2010（H22）年の高齢化率の分布では、都市中心地域全体で、20～40％程度のメッシュが分布しており、白浜小学校付近でより高齢化率の高いメッシュ

が比較的多いことが分かる。 
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図 ２- 54  50ｍメッシュ高齢化率分布（2040 年）《都市中心》 

 2040 年の高齢化率の分布では、都市中心地域全体で 60～100％のメッシュが分布しており、白浜小学校付近の高さは明らかでなくなっている。地域全

体の高齢化が顕著であると言える。 
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図 ２- 55 50ｍメッシュ高齢者人口分布（2010 年）《副中心》 

 副中心地域の 65 歳以上の高齢者の人口分布をみると、2010（H22）年

時点では、用途地域内外にわたって広く分布している点は、全年齢の分布

と大きな違いはみられない。 
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図 ２- 56  50ｍメッシュ高齢者人口分布（2040 年）《副中心》 

 自然増減のみを考慮した将来人口推計結果によれば、2040 年時点

の副中心地域の高齢者人口分布は、2010 年時点と比べて大きな違い

は見られない。 



 77

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２- 57  50ｍメッシュ高齢者推計人口の増減（2010 年→2040 年）《副中心》 

 2010 年から 2040 年までの高齢者の人口増減をみると、副中心地域

全体で高齢者人口が小幅に増加しているメッシュの分布が広がって

おり、高齢者の人口分布の分散化は顕著であるといえる。 
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図 ２- 58  50ｍメッシュ高齢者率分布（2010 年）《副中心》 

 2010（H22）年の高齢化率の分布では、副中心地域全体

で、40％以下のメッシュが広く分布しており、用途地域外

で高齢化率の高いメッシュが多いと言える。 
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図 ２- 59  50ｍメッシュ高齢者率分布（2040 年）《副中心》 

 2040 年の高齢化率の分布では、都市中心地域全体で 60～

100％のメッシュが分布しており、特に用途地域外に高齢化率

の高いメッシュが多く、用途地域外の高齢化が顕著であると言

える。 


